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序

笛吹市は、東八代郡下の石和町 。御坂町・一宮町・八代町・境川村と東山梨郡下

の春 日居町の 6町村が合併して平成 16年 10月 12日 に誕生した。この報告書は、

合併前に八代町教育委員会が実施した町道 57号線 (現在の笛吹市道八代 57号線)

の建設工事に伴う夜長遺跡発掘調査の報告書である。

今回の発掘調査は、道路の建設用地が夜長遺跡内を通過することから試掘調査が

行われ、堅穴住居跡らしい掘 り込みが確認されたり、平安時代の遺物が出土した約

600∬ の範囲を対象に、平成 12年 10月 4日 から約 3ヶ 月にわたって行われたもの

である。その結果、住居跡 10軒、土坑 5基、溝状遺構 1条が検出され、遺物も整

理箱にして 10箱分が出土するなど多くの成果を得ることができた。

夜長遺跡の所在地は、笛吹市八代町米倉地内で、標高 320m前後の浅川左岸の扇

状地南西縁に位置している。周辺には大仏塚遺跡・花田遺跡・金山遺跡があり、大

仏塚古墳も所在している。また、本遺跡の西側には米倉 C条里制遺構として確認さ

れている条里型地割が広がっている。 しかし、これらの遺跡が所在する浅川左岸の

扇状地南西縁の様相については不明な点が多く、今回の発掘調査が、当地域の歴史

解明の一端になればと考えている。

おわりに、発掘調査から本書の刊行に至るまでご指導。ご協力をいただいた関係機

関、先学の諸氏をはじめ、作業に携わっていただいた皆様に敬意を表します。

平成 17年 3月

笛吹市教育委員会

教育長  芦 原 正 純



例   言

1.本書は平成 12年度に行われた山梨県東八代郡八代町米倉地内に所在する夜長遺跡の発掘調査報告書

である。

2.発掘調査は町道 57号線建設工事に先立ち行われた。

3.発掘調査は八代町教育委員会が実施した。

4.発掘調査は平成 12年 10月 4日 より、同年 12月 27日 まで行った。

5。 本報告書の執筆・編集・写真撮影は小坂規恵が行った。

6.本遺跡の発掘調査では空中写真撮影・調査区全体図作成の一部については (株)フ ジテクノに委託し

た。

7.発掘調査から報告書作成に至るまで、次の諸氏・機関か らご指導・ご協力を賜つた。記して謝意を表

する次第である。

猪股喜彦、岡野秀典、小渕忠秋、瀬田正明、野崎進、林部光、望月和幸、森原明廣

山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県埋蔵文化財センター (順不同・敬称略)

8。 本書における出土品および記録図面・写真等は笛吹市教育委員会が保管している。

9,発掘調査組織は次のとおりである。

調査事務局 霜村純志 (八代町教育委員会教育長)

石原明雄 (八代町教育委員会社会教育課課長)～平成 13年 3月 31日

宮澤和道 (八代町教育委員会社会教育課課長)平成 13年 4月 1日 ～平成 14年 3月 31日

河野 修 (八代町教育委員会社会教育課課長)平成 14年 4月 1日 ～平成 16年 10月 11日

伊藤修二 (八代町教育委員会社会教育課文化財係係長)

調査担当者 小坂規恵 (八代町教育委員会社会教育課埋蔵文化財主任調査員)

発掘調査・室内整理参加者

石倉弘子・梶原幸子・河西久美子・斉木愛子・斉間千津子・高野員寿美 。中込けん三・

中込 榊 。中山拓生 。藤原さつき・村松久美子・矢野美鈴・渡辺あけみ

10.山 梨県東八代郡八代町は平成 16年 10月 12日 に周辺の町村との合併により笛吹市となった。本書の

原稿は合併直前に仕上がったため、印刷製本は笛吹市となってから行われた。このことから、出版は

笛吹市教育委員会となっているが、内容は東八代郡八代町のものとなっている。

凡   例

1.遺構の挿図中の斑点は焼土跡をあらわす。

2.遺物の挿図中断面が黒塗りは須恵器、斑点は灰釉・緑釉陶器で、それ以外の土器類は白抜きである。ま

た、土師器器面の斑点は黒色処理面をあらわす。

3.表の大きさの ( )は現存値、 [ ]は推定値をあらわす。
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第 I章 調査の経緯 と概要

八代町は昔から遺跡が多いところとして知られており、平成元年に行われた分布調査でも 216の遺跡が

確認されている。そのため、近年さまざまな開発工事に伴う遺跡の発掘調査が行われている。

今回の発掘調査は事業主体者である八代町が米倉地内において、町道 57号線の建設工事を計画し、町教

育委員会に埋蔵文化財の有無について所在の照会を行つてきた。町教育委員会では遺跡地図との照合を

行つた結果、周知の埋蔵文化財包蔵地『夜長遺跡』内に位置 しており、現地踏査でも平安時代を中心 とし

た遺物の散布が認められた。そのため、文化庁および山梨県から補助金を受け、計画予定地内の埋蔵文化

財の有無を確認するために、平成 12年 7月 27日 から8月 18日 までの 13日 間かけ試掘調査を実施 した。

その結果、住居跡らしい遺構の掘 り込みや平安時代の遺物などが出土したことから、計画予定地内にお

ける埋蔵文化財の存在が明らかとなった。山梨県教育委員会学術文化財課・八代町とで協議を行い、道路

建設予定地内のうち遺構が確認された約 600面 を対象に記録保存のための発掘調査を行うことにした。

平成 12年 10月 4日 から 12月 27日 までの約 3ヶ 月間にわたり発掘調査を実施した。これにより、平

安時代の住居跡 10軒、土坑 5基、溝 1条が検出された。その後、引き続き遺物などの整理作業を行 い、

平成 17年 3月 に報告書を利行するに至る。

第 1図 遺跡位置図 (S=1:50,000)

f局

鎧添 、

-1-



406

1、 40
IⅢ 36

1、ぁ5'2‐
I、 A6

水

b9
4

ら9う
″`

8イ
´`

ト
レ
ン 6｀

°'｀

/ //_ノ ■/(  /2う と`

第 Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 位置 と地理的環境

山梨県東八代郡八代町は甲府盆地の南東部に位置しており、北は笛吹川をはさんで石和町があり、東には

天川および花鳥山から矢高山の稜線を境にして御坂町がある。南には鳥坂峠を境にして芦川村、西は浅川

下流とその支流である竜安寺川および大谷山から稲山の稜線を境にして境川村にそれぞれ隣接している。

町の総面積は 25,33面 あり、浅川によって形成された扇状地上に発達した町である。浅川は御坂山塊中

央部の大日山にその源流をもち、甲府盆地にむかって北西ないし西北西に流れて笛吹川にそそぐ、全長約

12 kmほ どの川である。かつては洪水のたびに流路を変えていたが、現在では扇状地の西側を流れている。

地形的には御坂山塊北斜面の山地と丘陵、崖錐地域、浅川の扇状地、笛吹川の沖積地から成り立ってい

る。山地は標高 500～ 1400mの地帯で、町の約半分をしめ、主に南東部に広がっている。丘陵は浅川右

岸には奈良原の東側から花鳥山にかけて標高 500～ 560mの狭い範囲に広がり、左岸には上ノ原・上ノ平

にかけて標高 380～ 440mの なだらかで広い丘陵がみられ、これらは西方にのび曽根丘陵に連なっている。

本遺跡が立地する浅川扇状地は御坂町の金川扇状地とともに甲府盆地に開く扇状地群の中でも最も発達

したものの一つである。この扇状地は山地から丘陵に移る本町竹居門林付近を扇頂として、甲府盆地のあ

る北西方向にむかって約 70度 に開く扇型をしている。面積は約 8 k�ほどで、町のほぼ 1/3を 占める。傾

斜は平均 2～ 3度あり、その扇端は北・南・永井 。米倉地域の北西側に小さな急斜面の状態を残している。

また、この扇状地には浅川の流路の変化に伴い、さらに細かく何段階も形成された状態がみられる。
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第 2図 試掘 トレンチ設定図
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第 3図 調査範囲図 (S=1:2,500)

沖積地は新浜 。大間田・増田付近の低湿地地帯で、かつては笛吹川の氾濫原であった地域である。標高

は 255～ 280mで、笛吹川の河床とほぼ同じ高さである。氾濫により流された遺跡も多く、現状では確

認できていないものもあるが、かつては扇状地と同じく多数の遺跡が分布していたものと思われる。

夜長遺跡は八代町米倉地内に所在 し、浅川の左岸の扇状地南西縁に位置する。調査区西端から約 150m
北には東⇒西方向に浅川が流れ、その対岸に浅川中学校がある。東端約 250m東には八幡神社がある。南

西側にある上ノ平丘陵と南東側にある上ノ原丘陵の谷間を大谷沢川が流れ、150m南にはその灌漑用の沼

池があり、それに隣接するように中尾神社の祠が奉られている。西へ約 300mには竜安寺があり、さらに

200mほど行くと境川村前間田に至る。やや傾斜面上にあり、標高は 320m前後である。遺跡は東西約

100m、 南北約 120mの範囲に広が り、今回調査 したのはそのなかの東側部分にあたる。

第 2節 歴史的環境

八代町内には先の遺跡分布調査において、216の遺跡の存在が確認された。 これらは山地を除く町内の

ほぼ全域に広がっており、時期的に分布の粗密がみられるが、旧石器時代から近世と多岐にわたり、中で

も縄文時代前期～平安時代の遺跡が多く、主に丘陵や浅川扇状地上に集中して分布している。このことは

古くから生活場所として利用されていたことを示している。

本遺跡の周辺にも遺跡が多く存在している。遺跡の位置する浅川左岸には八幡遺跡 (117)、 大仏塚遺跡

(■ 9)・ 花田遺跡 (120)・ 金山遺跡 (121)な どがある。古墳では遺跡の東隣に大仏塚古墳 (190)、 八

幡遺跡内にある鳩峰古墳 (191)な どが点在している。また、遺跡西側に一部かかるように米倉 C条里制

遺構があったことが確認されている。その北側の浅川右岸には町屋遺跡 (33)。 今官遺跡 (34)・ 天神原遺

跡 (35)。 土井原遺跡 (84)・ 沢添遺跡 (85)な どがある。また、町屋遺跡の南西部に近世の米倉氏館跡

(207)があったとされ、天神原遺跡と土井原遺跡にかけては中世の米倉氏館跡 (208)が あったといわ

-3-
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53 竹之内   78 東小山C   lo3 中原
54 奴自    79 宮ノ後    104 蠣蝠塚
55 森ノ上南   80 中丸

56 山ノ神   81 横堰

100 南原

'06 
久保畑

107 袖本    197 ,(幡 さん古墳
103 竹居・御崎  138 弁財天塚古墳

57 森ノ上北   82 高家・御崎  107 袖木
58 宮川    83 塚田

59 八王子   84 土井原    109 土原     139 狐塚吉墳
60 伊勢之宮  85 沢添
61 上小下   86 北割

70 芝草    95 八反田A   120 花田

71 大橋     96 八反田B  121 金山

110 花鳥山   140 村塚 (荘塚)宙墳  160 猿子塚吉墳    194 富士塚古墳
111 深沢道上   142 物見塚古墳    164 石塚古墳     195 盃塚吉墳

62 久保A   87 岡・村上   112 切付平    143 鐘塚吉墳     165 婦蝠塚古境    196 al子塚古墳
63 下神之木  98 南・村上   119 欠沢 144 能成寺塚古墳   168 芋塚吉墳     200 屋敷ノ内
64 上神之木  89 浅見原   114 大覚林   145 信守塚古墳    174 蝦蝠塚第一号墳  201 武田信守館跡
65 金地蔵   90 大久保   115 稲山原   

“

7 伊勢塚古墳    175 娼蝠塚吉墳    202 能成寺跡
66 御崎林   91 清水

67 堀川

91 清水    116 銚子原    148 団票塚首墳    176 狐塚古墳     203 奴白屋数跡
92 田中畑   1,7 ′〈幡     149 真根子塚吉墳   182 おこり塚古墳   204 飯諷氏屋敷跡

68 久保B   93 早稲田  ゛印 18 夜長     151 双子塚吉墳    134 こおり塚吉墳   205 下新兵衛屋敷跡
69 下小下   94 法花劇   119 大仏塚    152 雌蝶塚古墳    185 御崎吉墳     206 浪人屋孜跡

153 雄蝶塚古墳    186 御崎二号墳    20' 米倉氏館跡

165 大塚吉墳     189 ′ヽ幡塚吉墳    208 米倉氏億跡
72 川後塚   97 -町 田   122 竜安寺川西  156 古柳塚吉墳    190 大仏塚吉墳    209 」ヽ山城址
73 絵毛    98 梅ノ木日   123 上ノ平A   157 地蔵塚吉墳    191 鳩峰古墳     210 高家二郎屋敷跡
74 綿災斗   99 青木田   124 上ノ平B   158 山神塚吉墳    193 竜塚吉墳     *  喩伽寺
75 丸山 100 後藤 125 大谷沢A   159 馬見塚吉墳

第 4図 周辺遺跡分布図 (S=1:25,000)
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■ スクリーントーン部分は条里制遺構の範囲



れている。古墳では米倉氏館跡 (207)内に雌蝶塚古墳 (152)や雄蝶塚古墳 (153)があり、米倉氏館跡

(208)内 には無名古墳 (162)、 無名古墳 (163)、 石塚古墳 (164)がある。また、550mほ ど北東に蝙

蝠塚古墳 (165)、 無名古墳 (166)、 無名古墳 (167)な どが点在している。

本遺跡の南側には丘陵地帯が広が り、浅川へとそそぐ川によってその間が開析されている。東の四ッ沢

川と西の大谷沢川とに挟まれた丘陵上には銚子原遺跡 (116)。 稲山遺跡 (115)があり、そこに盃塚古墳

(195)、 銚子塚古墳 (196)、 無名古墳 (197)な どが点在している。また、その東隣に大谷沢川と西の竜

安寺川に挟まれた丘陵上には上ノ平A遺跡 (123)があり、竜塚古墳 (193)も分布している。

本遺跡からは平安時代の住居跡が確認されたが、町内にも同時代の遺跡が数多く存在し、扇状地上には

全域に広がっている。同時期の遺構が確認された遺跡としては下長崎遺跡 (29)。 五里原遺跡 (44)。 堀ノ

内遺跡 (50)・ 八王子遺跡 (59)・ 金地蔵遺跡 (65)。 堀川遺跡 (67)。 四反田遺跡 。東小山 B遺跡 (77)。

東小山 C遺跡 (78)。 上ノ平A遺跡 (123)な どがある。

下長崎遺跡では 1986年 に「三光神遺跡」として約 400∬ を調査し、そこから古墳時代のものとされる

条里制地割 りの道 1条、時期不明の配石遺構などが検出されている。遺物は縄文土器 (主 に前期後葉 。中

期初頭～中葉)、 石器、弥生土器・古墳時代前期 。中期 。後期の遺物などがあり、中でも 5世紀後半のもの

が最も多く出土している。1987年には県教育委員会で約 560∬ を調査し、そこから古墳時代後期の住居

跡 3軒・掘立柱建物跡 2棟・配石遺構 2基・土坑 4基、集石列 1基、鍛治遺構 1基、奈良時代の住居跡 3

軒、平安時代の住居跡 4軒、円形配石 1基、列石 6基、溝 1条、集石 13基、カマ ド4ヶ 所などの遺構が

確認された。2002年 には町教育委員会により、農道整備拡幅工事のため約 350∬が調査され、縄文時代

の溝状遺構 1条、古墳時代後期の住居跡 4軒、土坑 2基、奈良時代の住居跡 1軒、平安時代の住居跡 13

軒、土坑 4基、溝状遺構 1条が確認されている。

五里原遺跡では 1988年 には農道拡幅調査に伴い 52ゴ の面積に 13本の試掘溝をいれる調査を行い、古

墳時代後期の住居跡 1軒 とカマ ドの跡とされる焼土跡が 2基、時期不明の配石と溝状遺構などが検出され

ている。各期の上器のほかに円筒土器 2・ 手捏土器・輔の羽日 (古墳時代後期)・ 2片が融着した須恵器片

などが出土している。1996年 には試掘調査で住居跡らしき落ち込みが 3箇所と確認され、古墳時代前期・

後期の土器や平安時代の土師器邦・甕・柱状高台杯、灰釉陶器などの遺物が出土している。2001年 には

県道の歩道拡幅工事に伴い約 270∬が調査され、古墳時代前期の住居跡 1軒、中期の住居跡 4軒、後期の

住居跡 6軒、古墳時代の上坑 2基、平安時代の住居跡 1軒が確認されている。

堀ノ内遺跡では 1988年 に町教育委員会により町役場庁舎建設に際して面積 1477面 の調査が行われ、

縄文時代中期の埋甕 1基、古墳時代後期の住居跡 16軒 。奈良時代の住居跡 7軒・平安時代の住居跡 13

軒、中近世の掘立柱建物跡 1棟のほかに各時期に土坑・溝状遺構・ピットなどが確認されている。

八王子遺跡では 1991年 にスポーツ館建設に伴い調査が行われ、古墳時代後期の住居跡が 3軒、奈良時

代の住居跡 3軒、平安時代の竪穴住居跡 10軒、掘立柱建物跡 1棟のほかに各期の上坑・溝状遺構が検出

されている。また、遺物としては鉄製の黎先なども出上している。

金地蔵遺跡では 2001年に住宅建設工事に伴い約 300∬の調査が行われ、縄文時代の落し穴状の土坑 1

基、古墳時代前期の住居跡 1軒 。土坑 3基・奈良時代の住居跡 1軒、平安時代の住居跡 6軒・土坑 3基・

溝状遺構 3条が確認されている。

堀川遺跡では 1997年に建売分譲住宅建設に伴い約 206∬の調査が行われ、奈良時代末の堅穴状遺構 1

軒、溝状遺構 1条、平安時代初の住居跡 2軒、平安時代末～中世の竪穴状遺構 3軒が確認されている。

四反田遺跡・東小山 B遺跡・東小山 C遺跡では 1999～ 2000年の一連の農道建設に伴う約 2640∬ の

調査が行われ、四反田遺跡では平安時代の住居跡 4軒と弥生時代後期の上器・灰釉陶器 。中世のかわらけ

や磁器などが確認されている。東小山 B遺跡では縄文時代の上坑 3基、奈良時代の住居跡 3軒・土坑 1基・

溝状遺構 1条、平安時代の住居跡 3軒・土坑 2基・溝状遺構 3条、時期不明の大型掘建柱建物跡や多数の

ピット群が確認されている。また、東小山 C遺跡では平安時代の溝状遺構 2条が検出された。

-5-



上ノ平A遺跡では 1984年 に縄文時代中期の住居跡 3軒、弥生時代後期の住居跡 7軒、平安時代の可能

性がある 12基の土坑など他に各時期に土坑・溝状遺構・ピットなどが確認されている。

今回本遺跡からは主に平安時代を中心とした集落跡が確認され、その周辺に大集落が存在していた可能

性が十分考えられる。また、本遺跡に一部かかるように北側にひろがるとされる条里制遺構との関係も生

産遺構との関連からみると興味深い。しかし、現状では各時期ともに不明な点も多く、さらなる詳細につ

いては今後も調査が進んでいくことにより徐々に明らかとなるであろう。

Ⅲ章 調査の方法と層位

今回の発掘調査範囲は町道 57号線建設工事に伴う幅約 10m長さ約 60mの道路部分で、面積は約 600

∬に及ぶ。試掘 トレンチを全部で 12本いれて調査を行い、そのうち 10号 トレンチから住居跡らしきカマ

ドの状態が確認されたため、建設予定範囲の一部について調査を行った。

調査対象域はもともと畑の整地に伴い 3段のヒナ段に分かれていたため、便宜的に上段を I区、中段を

Ⅱ区として調査を行つた。本遺跡は畑を造成する際、傾斜面各段の上部の上を削って下に積むことにより

平坦面を構成していたと思われる。そのため、 I区では 0～ 3ライン、Ⅱ区では 7～ 9ラインにかけて遺

構の確認面が耕作土直下にあるか、または削平されており、13号住居跡のように壁高がほとんどないもの

や、遺物が多く出土しているが、遺構の確認が難しい状態のものなどがみられた。

調査区には 5m四方に杭をうちグリットを設定した。グリット番号は長さに対しては I区の最南東端を

起点に北西方向にむかって 1か ら 12までの算用数字で示し、幅に対しては A～ Cのアルファベットを付

し、 Bラインを基本ラインとしている。

調査の方法としては、重機により表土層を廃土した後、遺構確認面を人力で精査して遺構の検出作業を

行い、その後、各遺構の調査を行った。

本遺跡の基本層序は次に示す通 りである。遺構確認面はⅢ層である。

I層

Ⅱ a・ Ⅱb層

Ⅲ a層

Ⅲb層

Ⅳ層

V層

表土層 (耕作土)

茶褐色土 (炭・赤色スコリアを少量含む)

茶褐色土 (炭 。赤色スコリアを多量に含み、白色粒子を少量含む)

茶褐色土 (炭 。赤色スコリアを微量に含む)

明茶褐色土 (炭・赤色スコリアを少量含む)

黒褐色土 (赤色スコリアを微量に含む)

(I区〉

ヽ 預
(I区 )

孔

_17
[ ■ ＼

第 5図 グリット設定図 (S=1:400)
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第 1節 縄文時代の遺構

1.土坑

2号上坑 (第 7・ 8図 )

A-12グ リットに位置し、南側が

一部調査区外にあるため確認されてい

ない。平面形は方形を呈すると思わ

れ、規模は東西 60 cm、 南北が現状で約

35 cm、 深さ 35 cmを 測る。覆土はいず

れも茶褐色土を主体とし、覆土中から

縄文時代前期の土器が数点出土してお

り、他の時期の遺物が確認されていな

いことから、当時期に属するものと思

われるが、詳細は不明である。

第 2節 平安時代の遺構

1.堅穴住居跡

第Ⅳ章 遺構と遺物

A(317 1nl)

Ａ
】ヽヽ
ヽ
掌

la 茶掲色土

lb 茶褐色土

2 黄褐色土

3 茶褐色土 (黄 掲色土含む)

0                    1 rn
0 1 0cm

第 7図  2号土坑 第 8図 2号土坑出土遺物

2号住居跡 (第 9・ 10図、図版 5、 第 1表 )

本住居跡はA-5～ 6グ リットにかけて位置している。西側を 3号住居跡に切られており、南側 1/4が

調査区外にかかった状態で確認された。

平面形は長方形を呈し、規模は南北 3.Om、 東西は現状 2.5mあ る。壁は垂直に最大で 25 cmほ ど掘り込

まれている。床はおおむね平坦な地山で、硬化した面はみられないが、比較的しっかりした状態である。

カマ ドは確認されておらず、調査区外または 3号住居跡に切られた可能性が考えられる。

遺物の出土状況は南東

部から土師器lTh(1)と

緑釉陶器の段皿 (7)が、

北壁中央からlTh(2)が

それぞれ床面から出土し

ている。

遺物は土師器杯 (1～

4)・ 小型甕 (5)・ 灰釉

陶器の長頸壺 (6)、 緑釉

陶器の段皿 (7)が 出土

している。緑釉陶器の段

皿は漬け掛けによる全面

施釉で、高台断面が台形

を呈する。

（Ｅ
［
ｏ
ω
∞
）
く

0              111n

¨ 才
〃

２
斡

鞠 ュ
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0                       1 0cm

第 10図  2号住居跡出土遺物

3号住居跡 (第 9・ 11図、図版 1、 第 2表 )

本住居跡はA-6グ リットに位置している。東側の 2号住居跡と西側の 6号住居跡を切ってつくられて

いる。南側が調査区外にのびているため、全体の 1/3しか確認できなかった。

平面形は方形を呈すると思われ、規模は東西 2.8m、 南北は現状で 1。3mあ る。壁は垂直に最大で 35 cm

ほど掘 り込まれている。床は地山で少し南にむかって傾斜しており、全弥に軟弱で硬化した面は確認でき

なかった。カマ ドなどは検出されておらず、調査区外にある可能性が高い。

遺物はいずれも覆土中から土師器郷 (1～ 3)。 鉢 (4)な どが出土している。

半 ―引   /1  ＼=坐上電
＼

導
宝

鱗

｀

ヨ フ

0                   1 0cin

第 11図  3号住居跡出土遺物

4号住居跡 (第 12・ 13図、図版 1・ 7、 第 3表)

本住居跡はB-4～ 5グ リットにかけて位置 している。

8号住居跡によって切 られており、北側にも大きな撹乱が

あり遺存状態はよくない。

平面形は方形を呈し、規模は南北 2.6m、 東西 2.6mあ る。

壁はやや緩やかに立ち上がり、壁高は浅く最大で 15 cmほ ど

である。床は東から西にむかって緩やかに傾斜してお り、

全体的に軟弱で硬化した面は確認できなかった。

カマ ドは確認されておらず、 8号住居跡に切 られた可能

性が考えられる。

遺物はいずれも覆土中から土師器邦 (1・ 2)。 鉢 (3)・

磨石 (4)が出土している。
O          hn

第 12図 4号住居跡

第13図 4号住居跡出土遺物



5号住居跡 (第 14～ 16図、図版 1・ 5、 第 4表 )

本住居跡はB-6～ 7グ リットにかけて位置している。 7号住居跡によって南側 1/4が切られ、南東部

にも大きな撹乱があり、カマ ド周辺と北東部だけしか残存しておらず、遺存状態はよくない。カマ ド前面

の床面直上から焼土がまとまって出土している火災住居である。

平面形は長方形を呈し、規模は南北推定 3.5m、 東西 3,Omあ り、主軸方位はN-75° ―Wを指す。壁

はやや緩やかに立ち上が り、壁高は最大で 25 cmあ る。床にはカマ ド前面に焼土が厚く堆積した部分がみ

られ、その部分には硬い床面がみられたが、全徳的には軟弱で、硬化した面は確認できなかった。

カマ ドは北東隅につくられている。全長約 0。9m、 幅約 0.85mあ り、両袖とも大きめの 3つ の石を並べ

た袖石が残存していた。燃焼部には深さ 5 cmほ どの掘 り込みがあるが、焼上の堆積はみられなかった。

遺物の出土状況はカマ ド前面焼上部分から土師器lTh(2・ 8)が、中央から東壁にかけては郷 (4・ 7)

が、北壁中央やや東寄 りから小型甕 (14)がそれぞれ床面上か ら出土している。また、カマ ド内からは甕

(15)が出土している。

遺物は土師器杯 (1～ 9)・ 皿 (10～ 12)。 鉢 (13)。 小型甕 (14)。 甕 (15～ 17)・ 羽釜 (18)・ 緑釉

陶器の碗 (19)が出上している。

オ 戸
ml

＞

（ω
Ｓ

Ｎ
ヨ
）

EI

1 茶協色上 (焼土粒少世、炭 ,粘 土微量に含む)

2 茶褐色土 (焼土 炭多量、自色粒子少量含む)

3 茶楊色土 (自 色粒子少量含む)

4 茶協色土 (焼土 粘土を多量に含む)

5 茶褐色土 (撓土 炭//N量 含む)

6 茶褐色土 (焼土微量に含む)

0                            1n■

第 14図 5号住居跡

＼
｀
ミ
ヤ

%6
(

∞
7

∞
8屯

第15図 5号住居跡出土遠物(1)

磯
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第 16図  5号住居跡出土遺物(2)

6号住居跡 (第 17・ 18図、図版 2・ 5・ 7、 第 5表 )

本住居跡はA-6～ 7グ リットにかけて位置している。北東部約 1/4を 7号住居跡に切られ、南側が調

査区外にのび、南東部の 3号住居跡を切ってつくられている。覆土下層より焼土・炭を多く出土している

火災住居である。

平面形は方形を呈すると思われ、規模は東西 3.3m、 南北は現状で 3.3mあ り、主軸方位はN-89° ―

Eを指す。壁はやや緩やかに立ち上が り、壁高は最大で 25側ある。床はおおむね平坦な地山で、硬化した

面は確認できなかったが、比較的しっかりしている。

カマ ドは南東隅につくられ、南側が一部調査区外にのびてお り、全長が現状で約 0。8m、 幅約 0,8mあ る。

粘土が少量残存しており、掘方から拳大ほどの石が出土しているが、袖石などの石材は確認されていない。

また、燃焼部らしき掘 り込みが見られ、多量の焼土がみつかっている。

住居西側に南の調査区外にのびる溝状の掘り込みが確認されている。床面より掘 り込まれており、長さ

は現状で 1.8m、 幅 0.8mあ り、深さ 5 cmを 測る。覆土には柔らかい黒色土が充填されているが、その性

格は不明である。

∞

６
Ｈ
Φ
中
〓
）

1 粘土 焼土 (焼土 .炭 粘土微亀に台む)

2 茶褐色土 (焼 土 炭 粘土 1/N量 含む)

3 混粘土茶協色土

4 焼上 (炭 含む)

5 茶協色土 (焼土多量、炭 粘土少量含む)

6 茶褐色■ (焼土 ,炭 ,粘土少量含む)

A(3192m)
（Ｅ
∽
０
＝
∞
）
＜

茶褐色土 (焼土粒少量含む)

茶褐色土 (焼土・炭・粘土少量含む)

茶褐色土 (焼土 炭多量、粘土少量含む)

4 茶褐色土

5 黒褐色土 (溝状遣構覆土)

0          11■

第 17図 6号住居跡
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第 18図  6号住居跡出土遺物

遺物の出土状況は床面か ら土師器の高台付郷 (3)、 カマ ド内か ら不 (1)。 甕 (4)が出土 している。

遺物は土師器杯 (1・ 2)・ 高台付郭 (3)。 甕 (4)・ 緑釉陶器の耳皿 (5)。 磨石 (6)な どが出上 し

ている。

7号住居跡 (第 19～ 21図、図版 2・ 6、 第 6表 )

本住居跡はA-6・ 7、 B-6グ リットにかけて位置している。南側の 6号住居跡と北側の 5号住居跡

を切ってつくられている。覆土下層より焼土・炭が多く出上している火災住居である。

平面形は長方形を呈し、規模は南北推定 3.3m、 東西 3.3mあ り、主軸方位はN-84° 一Eを指す。壁

は垂直に最大で 25 cmほ ど掘 り込まれている。床は地山で南から北にむかって少し傾斜しており、硬化し

た面は確認できなかったが、比較的しっかりしている。

A′

”
、

A(3193m)

A(3192m)

1 粘土

2 暗褐色土 (焼土粒 ,焼土B・ 炭多量、粘土微量に含む)

3 暗掲色土 (焼土微量に含む)

4 混粘土茶褐色土 (粘土多量、炭少量含む)

5 茶褐色土 (焼土多量、炭少量、焼土微量に含む)

6 茶褐色土 (続土・炭・粘土少量含む)

7 混焼土粘土

8 茶褐色土 〈焼土・炭・粘土多量に含む〕

9 能■ (炭・納土少量含む)

0

la 茶協色土 (焼土 炭多量に含む)

lb 茶褐色土 (焼■・炭多量、格土粒少量含む)

2 茶褐色土 (焼土 `炭 多量に含む)

3 焼土

4 茶褐色土 (境上・炭徹量に含む)

l lla

第 19図  7号住居跡
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カマ ドは東壁中央やや南寄 りにつくられてお り、左半分に撹乱を受けている。全長が推定 1.lm、 幅約

0.6mあ り、右袖には大きめの 3つ の石を並べた袖石が残存していた。カマ ド手前中央からは天丼石らし

い石がみつかっている。燃焼部にはごく浅い掘 り込みがみられたが、焼土は微量しか確認されていない。

遺物は多量に出土してお り、特に集中しているカマ ド前面から南壁にかけては土師器皿 (18)が、住居

中央から北壁にかけては土師器郷 (2・ 8)、 鉢 (11)、 皿 (18)が いずれも床面上から出上している。ま

た、カマ ド内からは土師器郷 (4)が出土している。

遺物は土師器lTN(1～ 10)・ 鉢 (11～ 15)。 皿 (16～ 25)・ 高台付皿 (26～ 28)。 高台付ITh(29)。

耳皿 (30・ 31)。 小型甕 (32)。 甕 (33～ 35)・ 灰釉陶器の碗 (36)が出土している。杯 (4)は 日縁部

にスス状の付着物があり、灯明皿として使用されていたものである。

¨
D

盟 攘 義

23

¨

0

ジ

幾

25

9     1    屯Cm

蓮騒酔夕
11

0烈
第20図  7号住居跡出土遺物(1)

―-13-
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第21図  7号住居跡出土遺物(2)

雇
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腫
腫
腟
隻

0                   1 0clll

8号住居跡 (第 22・ 23図、図版 2・ 3・ 5・ 7、 第 7表 )

本住居跡はA～ B-5グ リットにかけて位置しており、 4号住居跡を切ってつくられている。

平面形は方形を呈し、規模は南北 3.Om、 東西 3.3mあ り、主軸方位はN-90° 一Eを指す。壁は垂直

に最大で 25 calほ ど掘 り込まれている。床はほぼ平坦な地山で、硬化した面は確認できなかった。カマ ド

は東壁中央よりやや北につくられ、北壁に撹乱を受けている。全長が推定で 0.8m、 幅約 0.7mあ り、両

袖とも袖石が残存していた。燃焼部には浅い掘 り込みがあるが、焼上の堆積はみられなかった。

キ ヽ

|

泰褐色■ (焼土粒少量、砂和1含 む)

茶協色上 (焼土粒・炭少豊台む)

暗協色上

暗協色上 (境土 炭少量含む)

暗協色土 (焼■・炭少量含む)

黄掲色土 (暗協色土多量、炭微量に含む)

1 混焼土暗褐色上

(焼土多量、炭含む)

2 混焼主暗憎色土

(焼土多呈、粘土少置、白色粒子

微量に含む)

3 1き 協色土

4 混粘土茶褐色土

(粘土・砂少石多量に含む)

5 茶褐色土

(白 色粒子少量含む)

6 茶掲色土

(自 色粒子多量、焼土少量含む)

0              1 ni

第22図 8号住居跡
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第23図  8号住居跡出土遺物

遺物の出土状況はカマ ド内から土師器甕 (7・ 9)が出土している。

遺物は土師器lTh(1～ 4)・ 鉢 (5)・ 高台付tTh(6)。 甕 (7～ 9)・ 置きカマ ドの日縁部片 (10)・ 灰

釉陶器の皿 (11)が出土している。

斡̈
9

序
一一一一肇

令
Ｈ
∞
∞
Ｈ
∞
）

ｍ

ノ
/引

10号住居跡 (第 24・ 25図、図版 3・ 5・ 7、

本住居跡はA・ B-11・ 12グ リットに

かけて位置し、北西隅部に大きな撹乱を受

けている。

平面形は方形を呈し、規模は南北 3.2m、

東西 3.2mで ある。壁はやや緩やかに立ち

上がり、壁高は最大で 25 cmあ る。床はほ

ぼ平坦な地山で、硬化した面は確認できな

かつたが、北東部の焼土部分に一部焼けて

硬化した面がみられた。

東壁中央部から焼土がまとまって出土し

ており、カマ ドであると思われるが、遺存

状態が悪く、焼土範囲を確認することしか

できなかった。

また、北壁中央部に長軸 40 cm、 短軸 30

cm、 深さ 5 cmほ どの浅いピッ トが確認さ

れ、中から甕の破片が出上している。

遺物の出土状態はカマ ド内から甕 (5。

6)、 灰釉陶器の皿 (11)が出土し、南壁

中央付近から杯 (1・ 2)が、西壁中央や

＼

　
　

カ
ク
ラ
ン

A(3182m)

0               1m

第 8表 )

-15-

第24図  10号住居跡
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第25図  10号住居跡出土遺物

や南寄 りから置きカマ ド (10)、 砥石 (12)がそれぞれ床面から出上している。

遺物は土師器不 (1・ 2)・ 皿 (3。 4)・ 甕 (5～ 9)・ 置きカマ ドの底部片 (10)・ 灰釉陶器の皿

(11)。 砥石 (12)が出上している。

11号住居跡 (第 26・ 27図、図版 3・ 6、 第 9表 )

本住居跡はA・ B-9グ リットに位置している。

平面形は方形を呈し、規模は南北 3.2m、 東西 3.2mあ り、主軸方位はN-6° 一Wを指す。壁は少し

緩やかに立ち上がり、壁高は最大で 25 cmあ る。床は地山で、硬化した面は確認されていない。

カマ ドは北壁中央やや西寄 りにつくられており、北側は撹乱で壊されていた。全長が推定 1.lm、 幅約

1.2mあ る。袖石などの石材は全くなく、粘土もわずかに残る程度である。燃焼部にはピット状の掘り込

みがあり、そこから焼土が多量に出土した。

遺物の出土状況は杯 (1・ 2)、 甕 (3・ 4)、 羽釜 (5)な どほとんどの遺物がカマ ド内から出土して

おり、住居覆土中からはあまり出土していない。

遺物は土師器邦 (1・ 2)・ 甕 (3・ 4)。 羽釜 (5)が 出土している。

-16-



い
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1 茶協色土 (黄掲色土・白色粒子多量、焼土粒微量に含む)

2a 茶褐色土 (白 色粒子多量、焼土粒微量に含む)

2b 茶褐色土 (白 色粒子少量、焼土粒微量に含む)

3 茶褐色土 (自 色粒子少量含む)

4 茶褐色土 (自 色粒子・燒土粒少量含む)

5 茶褐色土 (自 色粒子・焼土粒少量含む)

6 茶儡色土 (自 色粒子・焼土粒少量含む)

キ

A(3181m)

hn

ll号住居跡

11号

1 茶褐色土 (焼土多量に含む)

2a 茶褐色土 (焼土粒微量に含む)

2b 茶褐色土 〈焼土粒徹量に含む)

に
一学一一

′
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Ｈ
∞
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第26図

股
住居跡第27図
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13号住居跡 (第 28・ 29図、図版 3・ 4・ 6、

第 10表 )

本住居跡はA・ B-8。 9グ リットに位置 し

ている。大きな撹乱があり、床面も不明瞭で立

ち上がりも不明だが、遺物が床面上か ら潰れた

状態で多数出土していることから、この範囲に

遺構があったと推定した。

平面形は不明だが、規模は推定で一辺 2.7m

ほどと推測される。床面はカマ ド周辺のみで、

立ち上がりや硬化面などは不明である。

カマ ドらしき跡が東壁中央にあり、左側を撹

乱で壊され、袖石などもなく、焼土・粘土の混

ざつた跡が残存しているのみである。規模は現

状で全長 1,6m、 幅 0。8mほ どの範囲に拡がっ

ている。

遺物の出土状況はカマ ド内から土師器FTh(7)。

皿 (12)。 羽釜 (15・ 16)な どが出土している。

遺 物 は土 師器 lTh(1～ 10)・ 鉢 (11)・ 皿

(12～ 13)。 小型甕 (14)・ 羽釜 (15。 16)・ 鉄滓

|
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●
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0               1 rn

第28図  13号住居跡

(17)が出上している。
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第29図  13号住居跡出土遺物
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第 1表  2号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 舞

∽
吉Б位 大きさ(clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

l
土師器

イ
口縁～

底吉Б

一島

日
虞

43
122
46

外 向 ― ロ ク ロナ テ → ヘ フ ク ス リ

内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズノ

やや粗 (白 色
笠子多・赤色
位子微)良

黄橙色
10-1

5

2
土師器

杯

日縁～

底部

一島

口

底

40
148
65

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密(金雲母微)

良
明赤褐色

10-2

3
土師器

邦

日縁～
底部

高  41
日 [15.8]

底 [70]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密(赤色粒子・

金雲母微)

良

イこぶい
赤褐色

10-3

4
土師器

不
底部片

一角

嵐
内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密(赤色粒子
多・雲母)良

にぶい

赤褐色

10--4

5
器
甕

師
型

上
小

日縁～

底部

一同
日
底

外面―ロクロナデ→ヘ ラケズリ
内面―ロクロナデ

密(赤色粒子)

良
暗茶褐色
橙色

査部外面黒く変色
10-5

5

6
灰釉陶器
長顕壺

日縁吉円
片

高 (78)
頸 [13.4]

内外面―ロクロ整形
敏密
良

仄白色 内外面に釉付着
10--6

7
緑釉陶器

段皿
日縁～

底部

一局
日
底

29
[170]
94

内外面―ロクロ整形
緻密
良

黄オリー
ブ色

全面施釉
貼り付け高台

10-7
5

第 2表  3号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 丼

∽
吉Б位 大きさ(cm) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

1
土師器
不

日縁吉Б
片

一局

ロ
為外面―ロクロナデ

密(赤色粒子)

良
橙色

11-1

2
土師器

杯
底部片

高 (1.5)
底  6.0

均外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
多)良

橙色
黒褐色

黒色土器
11-2

3
土師器

不
底部片

高

底
2.6)

93]
均外面―ロクロナデ
式部一回転糸切 り

密 (赤・白色粒
子)良 黄橙色

11-3

4
土師器

鉢
底部片

高

底
2.6)

92]
為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

密 (赤色粒子 )

良
黄橙色

ll-4

第 3表  4号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器

残存
(%)

部位 大きさ(cm) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考
図
版

挿
図

1
土師器
不

日縁～

底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切り

激給 (亦色杜
子・金雲母多)

良

赤褐色
暗褐色

薄い黒色土器
13-1

2
土師器

必
日縁吉卜
片

一局

日

38
132 為外面―ロクロナデ

密 (赤色粒子)

良
明赤褐色

13-2

3
土師器
鉢

部
み

底

の
高 (64)
底 [94]

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

密 (白 色粒子
多・赤色粒子)

良

明赤褐色

黒褐色
黒色土器

13-3

物
号

遺
番 器 種 状  態

最大長
(clll)

最大幅
(clll)

最大厚
(cm)

重量

(g)
石 材 備 考 挿 図 図版

磨石 完形 閃緑岩 談き痕あり 13-4 7

4表  5号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 舞

∽
部位 大きさ(cm) 形態。整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

1
土師器

然
日縁～

底部

一局
日
底

3,7

Ell,3]
5.2

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

金雲母)良 明赤掲色
５
．

　

．

土師器
不

口縁～

底部

一同
日
底

為外面―ロクロナデ
査部一回転糸切り。ナデ

密 (赤色粒子
多)良

にぶい

黄橙色
明赤白色

内・外面が変色
全体に磨耗している

５
． 　

５

3
土師器

不

口縁吉躊
片

一局

口
為外面―ロクロナデ

密 (赤色粒子・

雲母)良 黄橙色
15-3

土師器
然

部
み

底

の

高

底
(23)
56

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

緻密 (赤・白色

粒子)良
にボい

黄橙色
15-4

―-19-



5
土師器
不

部
み

底
の

苛 (20)
ミ  65

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

雲母)良
色
色

橙
褐

簑
≧
い

黒色土器
15-5

6
土師器
イ

底部片
一勇

嵐
h外面―ロクロナデ
薫部一回転糸切り・櫛目痕

密 (赤色粒子・

雲母)良
登色
尋褐色

黒色土器
15-6

7
土師器
然

部
み

底

の

一島

一氏

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

破密 (赤・白色
位子微)良

月黄橙色
15-7

8
土師器
杯

部
み

底

の

一罰

ミ
狛外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

雲母)良
暗褐色
茶褐色

為面が著 しく磨耗 してし

る

15-8

9
土師器
イ

部
み

底

の

高

底
為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

密 (赤色粒子・

雲母)良
黄橙色
黒色

内面に黒色の墨が付着 し

てお り、墨沼め用に使用
されたイ

15-9

土師器

皿

日縁 ～

底部

一局
口
底

為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切り

密 (赤色粒子

多。白色粒子)

良
黄橙色

15-10

土師器

皿

口縁～

底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
貞部一回転糸切り

密 (赤色粒子
多)良 月赤褐色

15-11

5

土師器
皿

日縁～

底部

高  21
日 [10.6]

底 [4.8]

為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切り

密 (赤・白色粒
子)良 ホ褐色

15-12

土師器
鉢

口縁～
底部

一局
日
底

外面―ナデ・ヘラケズジ・指押さえ
内面―ハケ・ナデ・指押さえ
底部―木葉痕

やや粗 (金・黒
雲母多)良 暗褐色

16-13
5

土師器
小型甕

口縁～
胴部

高 (95)
日 136 内外面―ロクロナデ

密 (赤色粒子・

雲母)良
明赤褐色
黒褐色

外面一部黒く変色
均黒状に黒色化している

16-14
5

土師器
甕 蜘銹

一局

日

116)
320]

外面―ナデ・ヘラケズリ
内面―ナデ・ヘラナデ

やや粗 (金雲
母多)良 登色

16-15

土師器
甕

口縁部
片

一局

日

40)
25 0]

内外面―ナデ
密 (雲母多)

良
晴茶褐色

16-16

土師器
甕

日縁部
片

一局

日

(50)
[27 8]

内外面一ハケ・ナデ
やや粗 (雲母
多)良 暗黒褐色

16-17

土師器
羽釜

日縁部
片

一局

口

(5.5)
[27.6]

内外面―ハケ・ナデ・指押さえ
やや粗 (雲母
多。白色粒子)

良
暗黒褐色

16-18

緑釉陶器
碗

部
み

底

の
高 (15)
底 [71] 内外面―ロクロ整形

緻密
良

黄オリー
ブ色

全面施釉
貼 り付け高台

16-19

第 5表  6号住居跡遺物観察表
遺物
番号

別
種

種
器 妹

∽
部位 大きさ (clll) 形態・整形。技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

1
土師器
イ

日縁～
底部

一島

日

底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (白 色粒子)

良
陸色

18-1

5

2
土師器
杯

底部片
葛 (26)
ミ [50]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り→ハケ

密 (赤色粒子)

良
陸色 内外面にスス付着

18-2

3
土師器
高台付郭

口縁～

底部

高 (55)
日  13.8
底 (75)

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (白 色粒子・

雲母微)良 瞳色 貼 り付け高台
18-3
5

土師器
甕

日縁部
片

高 (58)
日 [308]

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子)良 暗茶褐色

18-4

5
緑釉陶器

耳皿
日縁 ～

底部

一局
日
底

20
[106]
[4,6]

内外面―ロクロ整形
底部一回転糸切 り

鱗
良

オリーブ
色

全面施釉
貼り付け高台

18-5

物
号

遺
番 器 種 状  態

最 大 長

(clll)

取 天 唱

(cm)

最 大 厚

(cm)

亘重

(g)
石 材 備  考 挿 図 図版

磨石 完 形 砂 岩 7

第 6表  7号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 舞

∽
部位 大きさ(cm) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

1
土師器

杯

口縁～

底部

一局
日
底

4_0

[13.4]
60

為外面―ロクロナデ
良部一回転糸切り

密 (赤色粒子)

良
赤褐色
黒色

黒色土器
20-1

2
土師器
邦

口縁～
底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
姦部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
多)良 黄白色

20-2

-20-



3
土師器
杯

日縁～
底吉Б

一局
日
底

36
[139]
52

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子 `

雲母)良
1こ ぶい

橙色

20-3

土師器
然

日縁～
底吉Б

一局
日
底

37
122
5_4

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良
登色

日唇部にスス状の付着物
あり、灯明皿 として使用
された不

０
一

６

5
土師器

杯

口縁～

底吉躊

一局
口
底

5.0

[140]
62

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
微)良 赤褐色 為外面にスス付着

20-5

土師器
杯

日縁～

底吉B

高  40
日 [11.6]

底 [60]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子・

雲母微)良 登色
20-6

7
土師器
イ

日縁～
底部

一局
口
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (白 色粒子・

雲母)良 ホ褐色
20-7

土師器
郵

口縁部
のみ

高 (38)
口  140

内外面―ロクロナデ
密

良
黄褐色
黒色

黒色土器
20-8

上師器
不

日縁部
片

一局

日

(30)
[137]

均外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子
微)良 曽褐色

20-9

土師器
郷

胴部～
底部

高

底
為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
微) 良

,こ ぶヤヽ

登色

20-10

ll
土師器

鉢

日縁～

底吉Б

一局
日
底

60
[162]
62

外面―ロクロナデ→ヘラケズリ
内面―ロクロナデ
底部一ヘラケズリ

密 (赤色粒子・

金雲母微 )

良
赤褐色

表面に一部剥がれた状態
がみられる

20-11
6

土師器
鉢

日縁～
底吉Б

一局
口
底

47
[174]
70

為外面―ロクロナデ→ナデ
ミ部一回転糸切り

密 (赤色粒子
微)良 色

色
褐

登
暗

狛外面に焼けて黒く変色
した部分あり

20-12

土師器
鉢

日縁～

底吉[

高  4.1
日 [15.5]

底 [60]

為外面―ロクロナデ
嵐部一回転糸切り

密 (赤色粒子 )

良

こぶヤヽ

ホ褐色

20-13

土師器
鉢

底部片
高 (30)
底 [7.0]

為外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
微)良 赤褐色

20-14

土師器
鉢 鵬瑯

高

底
為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切り

密 (赤色粒子 )

良
棄黄褐色
月赤褐色

20-15

土師器

皿

日縁～
底部

一局
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
多・雲母微 )

良
橙色

20-16

17
上師器

皿

口縁 ～

底部

高  23
日 El1 3]
底  53

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子・

金雲母) 良
橙色

20-17

土師器

皿

口縁～

底吉Б

一局
口
底

21
[122]
55

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良
橙色
赤褐色

20-18

土師器

皿

日縁～

底部

一局
口
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

雲母微)良
黄橙色
橙色

20-19
6

土師器

皿

日縁 ～

底吉F

一局
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
多・雲母)良 赤褐色

土師器
皿

日縁～

底吉|

高  2_5
日 [11.2]
底  5.0

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良
赤褐色

20-21
6

上師器
皿

日縁 ～

底部

一局
日
底

26
[115]
48

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

雲母微)良
黄橙色
橙色

20-22

土師器

皿

日縁～
底部

一嵐
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
多)良 赤褐色

20-23

土師器
皿

口縁～

底菩Б

高  23
日 105
底  54

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子

多・雲母微 )

良

イこぶし

橙色

土師器

皿

日縁～

底吉Б

高  20
日 [89]
底 [44]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子・

金雲母)良
イこぶし

橙色

20-25

土師器
高台付皿

日縁～
底吉Б

一れ
日
底

33
120
62

内外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子
微)良 黄橙色 おり付け高台

土師器
高台付皿

日縁～

底部

一局
日
底

30
H6
65

内外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子
微)良 黄橙色 粘り付け高台

21-27
6

―-21-―



土師器
高台付皿

胴部～

底部
高 (20) 内外面―ロクロナデ

埼(赤色粒子 )

錠
産色

21-28

土師器
高台付イ

胴部～

底部
高 (53) 内外面―ロクロナデ

密

良

|こぶ い

赤褐色
21-29

土師器
耳皿

日縁～
底部

一島
日
底

為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切 り

密(赤色粒子
多)良 嗜褐色

21-30
6

土師器
耳皿

日縁～

底部

高  20
日 [10,4]

底 [46]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

畜(赤色粒子
放)良

色
色

橙
橙

黄

明
21-31

土師器
小型甕

日縁～
底部

高  92
日 108
虞  75

外面―ロクロナデ→ヘラケズリ
底部一糸切り→ヘラケズリ

密 (赤色粒子 )

良

黒赤褐色
赤褐色

外面にスス付着
21-32

6

土師器
甕

日縁部
片

一局

口

50)
33.6]

外面―ハケ
内面―ハケ・ヘラナデ

やや粗 (白 色
粒子)良 赤茶褐色

21-33

土師器
甕

日縁部
片

一局

日

27)
29 0]

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子)良 黒褐色

21-34

土師器
甕

口縁部
片

一局

日
内外面―ハケ・ナデ

やや粗 (白色
粒子・金雲母
多)良

嗜茶褐色
21-35

灰釉陶器
碗

胴部～

底部

一局
底

為外面―ロクロ整形
緻密
良

天白色
外面に釉付着
貼り付け高台

21-36
6

第 7表  8号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 鎌

∽
部位 大きさ (clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

1
土師器
郷

日縁～

底部

高  36
日  123
底  60

均外面―ロクロナデ
衰部一回転糸切り

密 (赤・白色粒
子・雲母)良 登色

23-1

5

2
土師器
郵

日縁～

底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
査部一回転糸切り

密 (赤・白色粒
子)良 月赤褐色

３
．　

５

8
土師器

不
底部片

高

底
1.2

44
内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

緻密 (赤色粒
子多)良 月赤褐色

23-3

4
土師器

杯
底部片

高

底
20
46

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子 )

良
登色

23-4

5
土師器
鉢

日縁～

底部

一烏
日
底

65
[166]
60

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (白 色粒子・

雲母多・赤色

粒子)良
暗褐色

23-5
5

土師器
高台付郵 翻銹

島 (39)
卿 [88] 内外面―ロクロナデ

密 (赤・白色粒
子)良

茶褐色
黒褐色

黒色土器
貼 リイ寸t)帝霊台

23-6

7
土師器
甕

月同部～
底部

葛 (79)
ミ [9,0]

外面―ハケ・ナデ
内面―ナデ

底部―木葉痕

管 社 (日・黒
色粒子・雲母 )

良
嗜褐色

23-7

8
土師器

甕
日縁～

月同吉|

一局

ロ

(193)
[26 0]

内外面―ハケ。ナデ
俗 日ヽCとヨ立→~
雲母)良 茶褐色

23-8
5

土師器
甕

底部片
高

底
内外面―ナデ
底部―木葉痕

やや粗 (雲母
多・白色粒子)

良

にぶヤヽ

黄橙色

23-9

土師器

置き
カマ ド

日縁部
片

高 (35)
日 [330]

外面―ナデ。指頭痕
内面―ハケ

やや粗 (金雲
母多)良

赤褐色

黒褐色

23-10
7

ll
灰釉陶器

皿

口縁～

底部

一局
日
底

23
E120]
[6.4]

内外面―ロクロ整形
徴密
良

天白色 内面に細付着
23-11

第 8表 10号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 薪

∽
部位 大きさ (clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備考

図
版

挿
図

ユ
土師器
郭

口縁～
底部

一局
日
底

外面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ

底部―ヘラケズ リ

密(赤色粒子
多)良 赤褐色

５
．

５

土師器
邦

日縁～

胴部
高 (41)
日 [116]

外面―ロクロナデ→ヘラケズリ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズリ

密(赤・白色粒
子多・金雲母)

良

にぶい

橙色

25-2

土師器

皿

日縁～

底部

一局

日

外面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズ リ

密(赤色粒子
多)良

にぶい

赤褐色
暗茶褐色

５
．　

５
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4
土師器

皿

口縁～

底部

一局

日

27
[130]

外面―ロクロナデ→ヘ ラケズ ヅ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズ リ

密 (赤色粒子

多・金雲母 )

良
笹色

25-4

5
土師器
甕

口 縁 ～

胴部

一局

日

(160)
[30 0]

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子多)良

にぶい

暗黄橙色
25-5

土師器
甕

日縁部
片

一局

日

(160)
33 2

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子)良 嗜茶褐色

25-6

7
土師器
甕

口縁～
胴部

高 (270)
日 [256]

朴面―ハケ・指押さえ・ナデ
為面―ハケ・ナデ

やや粗 (白 色

粒子・金雲母
多)良

嗜茶褐色
５
．

５

土師器
密

日縁～

胴部
高 (157)
日 [290]

外面一ハケ
内面―ハケ・指押さえ

やや粗 (白 色
粒子・金雲母
多)良

培茶褐色
若赤褐色

５
． 　

５

土師器
甕

胴部～
底吉Б

高 (52)
底 [84]

内外面―ハケ・ナデ
底部―木葉痕

やや粗 (金雲
母多)良 菅褐色

25-9

土師器
置き

カマ ド
底部片 内外面一ハケ

やや粗 (金雲
翠多)良

赤褐色
暗赤褐色

25-10
7

ll
灰釉陶器

皿

日縁～
底吉Б

一島

口
虞

27
133
53

内外面―ロクロ整形
徴密
良

天色 内外面に釉付着
25-11

5

物
号

遺
番

器種 状 態
最大長

(cm)

幅
＞

大

硼

最
く

最大厚
(cm)

重量

(g)
石 材 備 考 挿 図 図版

砥 石 一部欠 (7.2) 砂岩 25-12 7

察第 9表 号住 表

物
号

遺
番

別
種

種
器 鎌

∽
部位 大きさ(cm) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備考

図
版

挿
図

1
土師器

不

日縁～
底部

尚
日
底

th r

[133]
5,0

外面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ

底部―ヘラケズ リ

誇(赤色粒子・

雲母)良
明赤褐色
黄橙色

27-1

2
土師器

邦

日縁 ～

底部

一局
日
底

外面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズリ

密(赤・白色粒
子・雲母)良

にぶし

橙色

７
．

６

3
土師器
甕

口縁部
片

一局

日
為外面―ハケ・ナデ

やや粗 (金雲
母多)良 明赤褐色

27-3

4
土師器

甕

日縁部
片

高 (150)
日 [404]

朴面―ハケ・ナデ
為面―ハケ・ヘラナデ・ナデ

やや粗 (金雲
母多・白色粒
子)良

赤褐色
内外面に焼上が多量に
付着

27-4

5
土師器
羽釜

日縁音膵
片

一同

日

朴面―ナデ・指獅 さえ

為面―ハケ
やや粗 (金雲
母多)良 赤褐色

27-5

第10表  13号住居跡遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器

残存
(%)

部位 大きさ (clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考
図
版

挿
図

1
土師器
邦

日縁～
底部

一局
日
底

46
[145]
55

朴面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
勺面―ロクロナデ
式部―ヘラケズリ

密 (臼 色粒子

多・赤色粒子)

良

橙 色
29-1

2
土師器
イ

ぼ

形
ほ
完

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切り

密(赤色粒子
多)良 明赤褐色

９
． 　

６

3
土師器

然
完形

高  35
日 127
底  58

豹外面―ロクロナデ
童部一回転糸切り

密 (赤 。白色粒
子多)良 明赤褐色 全体的に磨耗 している

９
．

６

4
土師器
イ

日縁～
底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
査部一回転糸切り

密 (赤 。白色粒
子・金雲母 )

良

明赤褐色 全体的に磨耗 している
９
．

６

5
土師器
郷

日縁～
底部

一局
日
底

3_9

[12.4]
5.3

為外面―ロクロナデ
哀部一回転糸切り

密 (赤色粒子)

良
赤褐色

９
． 　

６

6
土師器
杯

日縁～

底部

一局
日
底

40
[13.0]
6.2

為外面―ロクロナデ
査部一回転糸切り

密(赤色粒子
多)良

|こぶい

赤褐色
赤褐色

９
． 　

６

7
土師器
不 確帥

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切り

密 (赤・黒色粒
子多)良 赤褐色

29-7

-23-



土師器
杯

日縁～
底部

一局
日
底

為外面―ロクロナデ
査部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
多)良 瞳色

29-8

9
土師器

杯

日縁～

底部

一同
日
底

均外面―ロクロナデ
嵐部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良

色

い

褐
ぶ
色

暗

に
橙

日唇部ににスス状の付着
物あ り、灯明皿 として使
用された郵

29-9

土師器
不

日縁～
底部

一島
日
底

36
26]
64]

為外面―ロクロナデ
式部一回転糸切 り

密 (赤・白色粒
子多)良

|こ ぶ い

黄橙色
29-10

ll
土師器

鉢

口縁部
片

一島

口
為外面―ロクロナデ

密 (赤・黒色粒
子)良 黄橙色

29-11

土師器

皿

日縁部
一部欠

一局
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤・白色粒
子多)良 凋赤褐色 全体的に磨耗 している

29-12
6

土師器

皿

口縁～

底部

高

日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤・黒色粒
子多)良 赤褐色

29-13

器
甕

師
型

土
小

日縁部
片

一同

日

62)
142]

外面―ハケ・指押 さえ
内面―ハケ・ナデ

密 (白 色粒子)

良
菅褐色

29-14

土師器
羽釜

日縁部
片

一局

日

107)
22 4]

内外面一ハケ・ナデ
やや粗
粒子多

赤色
良

嗜褐色
隆色

29-15

土師器
羽釜

日縁部
片

一局

日

42)
218]

外面―ナデ
内面―ナデ・指頭痕

やや粗
粒子多

白色
良

瞳色
29-16

物
号

遺
番

種 類 出上位置 状  態 最大長 (clll) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm)
量
＞

重
＜

備  考
図
版

挿
図

鉄滓 13号住 一部久 255 魔形滓
29-17

6

2.上坑 (第 30・ 31図、図版 4、 第 11～ 13表)

本遺跡から今回確認された土坑は 5基あり、そのうち平安時代のものが 2基 (1・ 4号土坑)確認され

ている。各土坑の詳細については図と観察表をか照されたい。

1号土坑からは土師器の甕 (1・ 2)が出土しており、10世

紀代に属するものと思われる。 4号土坑からは土師器の甕 (3)

が出土しており、10世紀後半代のものと思われる。

茶協色土

(赤 色スコリア含む)

茶協色土

(貰褐色土含む)

黄協色土

茶協色土

1

2

3

4

A(3182m)

o                      l rn

第30図 上坑 (平安時代)

o                       l nl

第31図 土坑出土遺物 (平安時代)

|
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第11表 土坑一覧表  (平安時代)

土坑No グリット 重  複 平面形
用 礫 (clll,

備 考 挿図配 図版NO
大  共  本 深  沐

l A-11 精円形 130× (60) 箸側一部調査区外 4

4 B-10 精円形 60× (37) 4

第12表  1号土坑遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器 斯

∽
部位 大きさ (cII) 文様・調整・技法 胎 土 色調 備 考

凶
版

椰
図

1
土師器
甕

口縁部
片

高 (44)
日 [264]

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (赤・白
色粒子・金雲
母)良

暗茶褐色
31-1

2
土師器
甕

底部片
高

底
内外面―ハケ・ナデ
底部―木葉痕

やや粗 (白色
粒子・金雲母
多)良

色
色

褐
橙

暗
黄

31-2

13表 4号土坑遺物観察表
物
号

遺
番

別
種

種
器

残存
(%)

部位 大きさ(cII) 文様・調整・技法 胎 土 色調 備考
挿図
図版

l
土師器
甕

日縁部
片

一局

日

(74)
E26 4]

朴面―ハケ・ナデ
為面―ハケ・指押さえ

智 私 (亦 °日
色粒子・金雲
母多)良

|こぶ い

暗橙色
31-3

第 3節 時期不明の遺構

1.土坑 (第 32図、図版 4、 第 14表 )

本遺跡から今回確認された土坑は 5基あ

り、そのうち時期不明のものが 2基 (3・

5号土坑)あ る。各土坑の詳細については

図と観察表を参照されたい。

3・ 5号土坑はいずれも単層で遺物もな

く、深さも10 cm前後と浅く、重複関係もな

い。平面形も円形 。精円形で、覆土はいず

れも茶褐色土が主体である。

生

〇

ど

 /

A′A(3174m)

A(3 1 8 21an)

lm

第32図 土坑 (時期不明)

2.溝状遺構

1号溝状遺構 (第 33図、図版 4、 第 14表 )

A・ B-10グ リットに位置し、重複関係はみられない。ほぼ南北の方向に長さ 3.lm、 幅 0.5～ 0.7m、

深さ 15～ 50 cmを 預1る 。北端に直径 35 cm、 深さ 30 cmほ どにピット状に落ち込んだ部分があり、南側も

深さ 15 cmほ ど深くなっている。覆土は茶褐色上が主体である。遺物は出上しておらず、時期などについ

ては不明である。

第14表 土坑一覧表  (時期不明)

土坑配 グリット 重  複 平面形
規 模 (clll)

備 考 挿図No 図版�
大  き さ 深 さ

3 A-12 楕 円形 60× (36) 4

5 A-10 円形 60× (38)
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くヽ

　

　

（日
引
∞
＝
９

＜

第33図  1号溝状遺構

第 4節 遺構外出土遺物 (第 34～ 36図、図版 7、 第 15～ 18表 )

本遺跡からは縄文時代の土坑 1基、平安時代の住居跡が 10軒、土坑 2基、時期不明の土坑 2基、溝状

遺構 1条などの多くの遺構が確認されており、それとともに遺構外遺物も多数出土している。

縄文時代では中期前葉の土器 (1・ 2)、 中期中葉の土器 (3・ 4)、 中期後葉の土器 (5。 13)などが

出土している。また、黒曜石の石鏃 (14～ 17)・ 磨石 (18)な どの石器も確認されている。

平安時代では土師器杯 (19～ 30)・ 皿 (31～ 35)。 高台付邦 (36・ 37)・ 柱状高台杯 (38～ 40)。 小

型甕 (41)。 竃 (42)。 羽釜 (43)・ 置きカマ ド (44・ 45)、 須恵器の短頸壺 (46)。 壺 (47)、 灰釉陶器の

碗 (48・ 49)。 皿 (50)・ 甕 (51)・ 吹子の羽日片 (52)な どが出土している。

中世以降の遺物も出土しており、瓦質土器の香炉 (53)。 内耳土器 (54)、 灰釉陶器の卸目皿の破片 (55)、

刃

6

´
CD  l

⊂ ア
⊃

18

0                   1 0ctu

∞§践″ご葵針才0

0                    1 0cm

―

×

一

◆ 15

―彦
^―

⇔
16

―＼
⌒

17

- 14

0                                  5cm

第34図 遺構外出土遺物(1)
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遺構外遺物の出土状況をみると、縄文時代の遺物は I区からの出土はなく、ほとんどがⅡ区から出上し

ている。平安時代以降の遺物ではいくつかの地点から遺物がまとまって出土している状況が窺える。

1つは I区東側の B2杭付近を中心に Bl杭にひろがる部分で、特にB2杭付近からは土師器lTN(23)

や灰釉陶器の碗 (48)な どがみつかっている。その他に表土層内からも遺物が多く出土しており、撹乱が

著しく遺構等は確認されなかった。2つは B4杭の北東、 4・ 8号住居跡の北東側からB6杭より北、 5
号住居跡の北東～北西にかけて大きな撹乱があり、そこからも多数の遺物が出土 している。 3つ は 13号

住居跡より東側のⅡ区の北東端部で、土師器lTh(19～ 21)、 甕類 (41・ 42)な どがみつかっており、そ

の他にも遺物が多く出上している。

0野

i斡

銘 く三こ
夏三三:::::]:::::'テ

ララ
ri:5

甥

一九

第35図 遺構外出土遺物(2)
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図 遺構外出土遺物(3)
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第15表 遺構外出土遺物観察表 (縄文時代 )

遺物
番号

部 位 文様・調整 胎土・焼成 色 調 備  考 挿図 図版

l 日縁部片
半裁竹管文・円形刺突文。棒状浮線
文

密 (黒雲母)

良
ぶ
色

に
橙 前期前葉諸磯式期 34-1

2 胴部片 半裁竹管文
密 (赤色粒子)

息
嗜茶褐色 前期前葉諸磯式期

3 胴部片 沈線文・隆帯文に刺突文
やや粗 (白 色粒
子・雲母)良

にぶい

赤褐色
中期中葉

4 胴部片 沈線文
密

良 嗜赤褐色 中期 中葉

5 口縁部片 沈線文
やや粗 (黒雲
母)良

い
色

ぶ
橙

に
黄 中期後葉 34-5

6 口縁部片 沈線文
やや粗 (金雲
母)良

い
色

ぶ
橙

に
黄 中期後葉

7 胴部片 沈線による文様
やや粗 (白 色粒
子・雲母)良

|こ ぶい

赤褐色
中期後葉 34-7

8 胴部片 沈線文
粗 (白 色粒子・

金雲母)良

やや粗 (金雲
母)良

い
色

ぶ
白

に
黄 中期後葉

9 月同吉[片 磨消し縄文
|こ ぶヤ

橙色
中期後葉

胴部片
沈線による文様
(縦・ハの字状文)

やや粗
良

にぶい

赤褐色
中期後葉 34-10

胴部片
沈線による文様
(縦・ハの字状文)

やや粗 (赤色

粒子・金雲母 )

自

にぶい

黄茶褐色
中期後葉
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物
号

遺
番

別
種

種
器 辮

∽
部位 大きさ(clll) 文様・調整・技法 胎 土 色 調 備 考

図
版

挿
図

縄文土器
深鉢 同部”劇

一島

一氏

(54)
70 同部―縄文

任 (白 色粒子・

小石・雲母 )

良

橙色
茶褐色

34-12

縄文土器
深鉢

手
み

把

の
円形刺突文

やや粗 (赤・白
色粒子)良 陸色

34-13

物
号

遺
番

器種 状 態
最大長

(cln)

最 大 幅

(cm)

最大厚
(cm)

重量

(g)
石 材 備 考 挿図 図版

石鏃 一部欠損 (18) 3 0,3 黒曜石 34-14 7

15 石鏃 完形 25 8 黒曜石 34-15 7

石鏃 完形 4 0.2 黒曜石 34-16 7

17 石鏃 一部欠損 (12) 5 0.3 02 黒曜石 34-17 7

磨 石 半分久 (6.0) [3.0] 195 閃緑岩 讃き痕あり 34-18 7

第16表 遺構外出土遺物観察表 (平安時代 )

物
号

遺
番

別
種

種
器

残存
(%) 部位 大きさ(clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

土師器
然

日縁～
底部

一局
口
底

朴面―ロクロナデ→ヘラクズツ
為面―ロクロナデ
ミ部―ヘラケズ リ

密 (赤・白色粒
子。雲母)良 橙 色

35-19
7

土師器
然

日縁～
底部

高  40
日  138
底  46

外面―ロクロナデ→ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズ リ

密 (赤色粒子
多)良 赤褐色

土師器
不

日縁～
底部

一局
口
底

47
[164]
[60]

外面―ロクロナデ→ヘラケズジ
内面―ロクロナデ

底部―ヘラケズ リ

密(赤色粒子
多)良

橙色

黒色
黒色土器

35-21

土師器
杯

日縁～
底部

一局
日
底

38
[154]
[58]

外面―ロクロナデ→ヘラケズリ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズリ

密(赤色粒子
多)良 黄橙色 全体的に磨耗している

35-22

土師器
然

口縁～
底部

一局
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
多)良 黄橙色

35-23

土師器
不

口縁～
底部

一局
口
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤・白色粒
子多)良 赤褐色

35-24
7

土師器
杯

日縁～

底部

高

日
底

38
[124]
6.2

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切り

密 (赤色粒子
微)良

色
色

橙
黒

黒色土器
35-25

土師器

不

日縁～

底部

一局
口
底

42
[126]
54

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子
少。雲母微)

良

1こぶ い

赤褐色

土師器

不
完形

一局
日
底

38
112
4.6

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (雲母多・赤
色粒子微 )

良

にぶい

黄褐色

土師器
然

ば

形
ほ
完

局

日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (白 色粒子
多・雲母)良 赤褐色 全体的に磨耗 している

35-28
7

土師器
杯

日縁～

底部

一局
日
底

39
130
58

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子)

良
橙色
黄橙色

土師器
郷

口縁～
底部

一局

日
底

50
154
7.4

内外面―ロクロナデ
密 (赤・白色粒
子少)良 陸色

土師器

皿

日縁～
底部

一局

日

底

24
124
35

外面―ロクロナデ→ヘラケズリ
内面―ロクロナデ
底部―ヘラケズリ

密(赤・白色粒
子多)良

にぶヤ

橙色

35-31

7

土師器

皿

口縁～

底部

高  20
日 123
底  52

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子・

雲母)良 黄橙色
35-32

土師器
皿

日縁～

底部

高  2.0
日 [100]
底 [62]

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (雲母・赤色
粒子微)良 月赤褐色

35-33

上師器
皿

日縁～

底部

一局
日
底

内外面―ロクロナデ
底部一回転糸切 り

密 (赤色粒子・

雲母微)良 黄褐色
35-34
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土師器
皿

日縁～

底部

一局
口
底

2_1

[106]
50

狛外面―ロクロナデ
密 (赤色粒子)

良
黄白色 底部中央穿孔あり

35-35

土師器
高台付郷

高台部
のみ

高 (23)
底 [64] 為外面―ロクロナデ

密 (赤・白色粒
子微)良 黄橙色 貼 り付け高台

35-36

土師器
高台付郵

高台部
のみ

一局
底

為外面―ロクロナデ
密 (雲母・赤色
粒子微)良

色
色

橙
黒

黒色土器
貼り付け高台

35-37

上師器
柱状
高台杯

高台部
のみ

高

底
(2.3)
[5,2]

為外面―ロクロナデ
密 (白・赤色粒
子)良 登色

35-38

土師器
柱状

高台不

高台部
のみ

高 (25)
底 [48] 均外面―ロクロナデ

密 (白 色粒子
多。赤色粒子)

良
黄橙色

不部中央に大あり
底部の糸切り痕不明瞭

35-39

土師器
柱状
高台不

高台部
のみ

高 (2.0)
底 [80]

為外面―ロクロナデ
ミ部一回転糸切り

やや粗 (白 色
粒子多)良 ホ褐色 全体にスス付着

・
４

７

土師器
小型菱

日縁部
片

一局

ロ

(6.5)
[170]

外面―ハケ
内面―ハケ・指押さえ

やや粗 (白 色
粒子・雲母多)

良
暗茶褐色

35-41

土師器
変

日縁部
片

一局

口

(67)
[30.0]

内外面一ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子・雲母多)

良
曽茶褐色

35-42

土師器
羽釜

日縁部
片

一局

日

(8.0)
[28,0]

外面一ハケ・ナデ
内面―ハケ・ナデ・指押さえ

密 (白 色粒子
多・赤色粒子
微)良

嗜茶褐色
35-43

土師器

置き
カマ ド

日縁部
片

一局

日

(100)
[26.8]

内外面―ハケ・ナデ
やや粗 (白 色
粒子・金雲母
多 )良

菅褐色
35-44

7

土師器

置き
カマ ド

底部片 内外面一ハケ・ナデ
やや粗 (白 色

粒子・金雲母
微)良

示褐色
35-45

7

須恵器
短頸壺

日縁部
片

一局

口

(30)
E23 6]

内外面―ロクロ整形 鱗
良

青灰色
35-46

須恵器
霊

口縁部
片

外面―ロクロ整形、櫛描波状文
内面―ロクロ整形

緻密
良

天白色
36-47

灰釉陶器
碗

日縁～
底部

一局
日
底

内外面―ロクロ整形
緻密
良

爽白色 内外面に釉付着
36-48

7

灰釉陶器
碗

日縁部
片

高 (42)
口 [180]

内外面―ロクロ整形 鱗
良

最灰 白色 内外面に釉付着
36-49

灰釉陶器
皿

日縁～
底部

一局
日
底

内外面―ロクロ整形
やや粗
良

天白色 貼り付け高台
36-50

灰釉陶器
養

底部片
高

底
(54)
E130]

内外面―ロクロ整形
緻密
良

青灰色
内外面に釉付着
貼り付け高台

36-51

土製品
吹子

羽 口 片
外面が黒く変色し、一部焼けて
気泡ができた跡あり

密 (白・赤色粒
子多)良

色
色

黒
橙

36-52

第17表 遺構外出土遺物観察表 (中世)

物
号

遺
番

別
種

種
器 舞

∽
部位 大き さ (clll) 形態・整形・技法 胎 土 色調 備 考

図
版

挿
図

瓦質土器
香炉

底部片
一局
足

朴面―ロクロナデ・ヘラケズリ
均面―ロクロナデ

密

良
黒灰色
黒色

三足香炉と思われる

内耳土器
口縁部
片

一局

口

(60)
[29 2]

小面―ヘラナデ
均面―ナデ

密 (赤・白色粒
子)良 黒褐色

36-54
7

灰釉陶器
卸目皿

月同部片
朴面―ロクロ整形
為面一卸目

緻密
良

天白色 中世 (14～ 15世紀代 )
36-55

7

識
碗

胴部片 稿ぎ蓮弁
徴密
良

青緑色 中世 (13～ 14世紀代 )

36-56
7
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第18表 遺構外出土遺 察表 (鉄製品)

物
号

遺
番

種 類 出上位置 状  態 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cllI)
量
＞

重
く 備 考

図
版

挿
図

釘 一括 一部欠 6

釘 一括 ほぼ完形 4 先端部が少 し捻れている

釘 一括 一部久 05 2
36-59

棒状鉄製品 一括 ほぼ完形

棒状鉄製品 一括 一部欠
36-61

第V章 まとめ

今回は町道 57号線の建設工事にともない約 600∬ を対象に調査を行った。調査地域はもともと傾斜面

上の地形にあり、畑をつくる際に、傾斜面上部の土を削って下に積むことにより各段の平坦面をつくって、

ヒナ段上に整地していた。そのため、耕作土直下に遺構の確認面をもつものがほとんどで、遺物は出土 し

ているが、遺構の確認が難しいものが多いなど、遺存状態は必ずしも良好な状態ではなかった。

そのような中、縄文時代の土坑 1基、平安時代の住居跡 10軒、土坑 2基、時期不明の土坑 2基、溝状

遺構 1条などの遺構が検出された。遺物では縄文土器・土師器などの土器類をはじめ、須恵器、灰釉陶器、

緑釉陶器、中世の瓦質土器 (香炉 。内耳鍋)、 灰釉陶器片、青磁片、石器 (磨石・砥石・石鏃)、 鉄製品関

係の遺物 (釘 。鉄滓・吹子の羽日)な どが出上している。

遺構の時期  縄文時代では土坑が 1基確認され、そこから遺物が数点出土し、遺構外からも前期中葉 。

中期中葉～後葉の土器が十数点出土している。また、石鏃などの石器類も確認されている。

平安時代では住居跡 10軒 (2・ 3,4・ 5・ 6・ 7・ 8。 10。 11。 13号住居跡)、 詳細不明の平安時

代のものと思われる土坑 2基 (1・ 4号土坑)が確認されている。遺構の所属時期は以下のとお りである。

10世紀前半        ・・・ 10号住居跡、H号 住居跡

10世紀中頃        ・・・ 2号住居跡

10世紀後半 (第 3四半世紀)。 ・・ 3号住居跡、 4号住居跡、 5号住居跡、13号住居跡

10世紀後半 (第 4四半世紀)・ ・・ 6号住居跡、 8号住居跡

10世紀末～ 11世紀初    ・・・ 7号住居跡

このうち、2号住居跡は 10世紀後半代の遺物も出土しているが、全林的にそれより古い様相を呈してい

る遺物がみられる事と遺構の切り合い関係などから時期を 10世紀中頃とした。

3号住居跡は遺物の数も少なく遺物では細分できなかったが、一部を 10世紀第 4四半世紀の 6号住居跡

に切られ、10世紀中頃の 2号住居跡を切ってつくられていたため、10世紀第 3四半世紀代の遺構とした。

13号住居跡は境乱が著しく、遺構を確認する際もカマ ドの焼土らしき跡しか確認できず、床面・立ち上

がりともに不明な状態であったが、時期的にまとまった遺物が多数出土したことから、遺物の状態か ら 10

世紀後半第 3四半世紀の住居跡とした。

このように今回発掘された地点では 10世紀前半に集落がつくられ、その後途切れることなく 10世紀末

～ 11世紀初まで継続する状態がみられる比較的短い期間の集落であった。

分布をみると 10世紀前半代の住居跡はⅡ区の西側に位置しており、ヽそれより東側から I区 にかけては

確認されていないことから、西側の標高が低い部分に分布 している可能性が高い。その後 10世紀中頃以

降の住居跡は 13号住居跡から東側にあたる主に I区の西側から多数確認されているため、 I区を中心 と

したそれより東側の標高の高い部分に多く分布している可能性が考えられる。
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中でも I区西側では住居跡が重なり合って確認され、時期的に 10世紀中頃～ 11世紀初までの間にさら

に住居跡が四時期に細分されるといった状態がみられるなど、短期間に高密度の分布が確認できる。

出土遺物について  土器は主にITh類 の中に磨耗しているものも多く、日縁部が歪んでいるために左右に

高低差がみられるものや、器壁が同時期のものに比べて極めて厚いもの、日縁部が楕円形に拉げているも

のなどが多くみられ、町内の他の遺跡に比べて土器のつくり方としては粗雑な品を用いている傾向がみら

れる。灰釉・緑釉陶器は十数点出上しているが、中でも2号住居跡から出上した段皿や 6号住居跡の耳皿

など質の良い資料が出土している。置きカマ ドの破片は 5点ほど出土し、主に 10世紀代を中心としたも

のだが、町内の遺跡と比べて比較的よく出土している。灯明皿として使われたIThや底に墨がこびり付いた

状態の墨沼め用に用いられたIThな どが数点出土したが、今回の調査では墨書土器は全く出土 しておらず、

それ らとの関係には不明な点がある。中世の遺物が数点出上しており、中には 13～ 14世紀代にあたる青

磁の碗の破片や、他に 14～ 15世紀代と思われる灰釉陶器の卸目皿の破片なども出土している。同時期の

遺構は確認されていないが、平安時代以降にもこの周辺に人々が生活していた事が窺われ、今後それらの

生活跡が確認される可能性がある。

条里制について  町史によると『米倉字大仏塚の浅川左岸に「屯田跡」、米倉字金山に「屯倉跡」とよば

れる地域がある。屯田とは大化の改新以前の皇室直轄領で、この皇室直轄領には田会の管理のもとに農民

に耕作させる直接経営のものと、国造らの支配の一部にあてるものとがあったが、屯田は前者をさすもの

といわれ、特に地域的には畿内及びその周辺に限られるといわれてきた……律令制で全国に施工された条

里制や戸籍がまず屯倉内部で行われ、朝廷の経済力を増大させた』との記述がみられ、本遺跡含めた周辺

の浅川左岸において古い時期から条里制遺構と何 らかの関係があったものと思われる。分布調査でも本遺

跡付近に米倉 C条里制遺構として確認されている条里制地割があるが、条里制遺構そのものや、時期的な

問題などに不明な点が多く、今のところ具体的な資料が確認されていないなど詳細は不明である。

本町での平安時代の遺跡分布は一般的に後半期になるとその数を増やしつつ、盆地全域にわたって遺跡

が拡散しながら山間部にまで広く分布するようになる。本遺跡もこれまであまり集落が確認されていない

浅川左岸にあるまさにその時期に広がった集落の一つであると思われる。また、条里制遺構とも隣接して

存在 していたと考えると、浅川左岸地域は生産基盤である水田跡の拡大に伴いその周辺に平安時代の集落

がつくられていったのではないかと思われる。

現段階では調査成果が少ないため、あくまでも現状での情報をもとにまとめたに過ぎない。今後周辺の

調査が進展すれば、各時代における集落の構造や分布状態、その時期的な消長関係について徐々に明らか

になっていくものと思われる。

参考文献 八代町 1975 『八代町誌』 (上巻 )

『五里原遺跡発掘調査概要』

『上の平遺跡』

『三光神遺跡』

『遺跡詳細分布調査報告書』・『堀川遺跡』

『堀ノ内遺跡』

『平成 8年度町内遺跡発掘調査報告書』

『金地蔵遺跡』・『四反田遺跡 。東小山 B遺跡・東小山 C遺跡』

『下長崎遺跡』・『五里原遺跡』

『下長崎遺跡・両の木神社遺跡』

『山梨県史』資料編 1原始・古代 1考古 (遺跡編)

『山梨県史』資料編 2原始・古代 2考古 (遺構・遺物編)

八代町教育委員会  1984

1985

1987

1990

1996

1997

2003

2004

山梨県教育委員会  1989

1991
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Ⅶ   国



図版 1

1.遺跡全景 (南より)

3 3号住居跡

2 調査区全景 4 4号住居跡



図版 2

1.5号住居跡 2 5号住居跡カマ ド(1)

3 5号住居跡カマ ド(2) 4.6号住居跡

5 6号住居跡カマ ド 6,7号住居跡

7 7号住居跡カマ ド 8 7号住居跡カマ ド断面



図版 3

1 7号住居跡遺物出土状態(1)

3 8号住居跡 4 8号住居跡カマ ド

6 10号住居跡遺物出土状態

7 11号住居跡 8 11号住居跡カマ ド



1.13号住居跡

″rイ    _
5 3号 上坑

拭
心

il―
!

鷺走

2 13号住居跡カマ ド

4 1号土坑3 13号住居跡遺物出土状態

6 4号土坑

8.調査風景7 1号溝状違構

」



図版 5

平安時代の遺物(1)



図版 6

7号住居跡

11号住居跡

13号住居跡

平安時代の遺物(2)



図版 7

遺構外出土遺物

'4
44

10          45

C晩3磯 55塊 6
(中世の遺物)

53～ 56.

遺構外出土

(置きカマ ド〉

10(上).8号住居跡
10(下 )。 10号住居跡

44.遺構外出土
45.遺構外出土

Q● 6

(石器 )

4.4号住居跡
6.6号住居跡

10。 10号住居跡
14～ 13.遺構外出土

AAれ ヘ
14 15 16 17
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